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Ａ．研究目的 
 高精度放射線治療システムの実態調査

と臨床評価のためのデータ登録ソフトウ

ェアと放射線治療計画QAシステムの改良、
実データでの運用、解析を行う。 

 
Ｂ．研究方法 
1. データ登録ソフトウェアの開発・改良 
調査対象施設での訪問調査時に症例

データを登録するデータ登録ソフトを

開発する。また調査を進める過程で生

じた問題点、意見を取り入れてソフト

ウェアの改良を行う。 
2. 放射線治療計画レビューシステムの構
築・改良 
調査対象施設の訪問調査時に放射線

治療計画データを匿名化しデータセン

ターに送付する（storage media 又は
online）。放射線治療計画データをデー
タベースに格納後に CT、IGRT 画像、
輪郭情報、線量情報、治療計画情報、

DVH（dose volume histogram）の web
閲覧を可能にする。データの閲覧制限

を設定し、調査対象施設には自施設の

データのみ、班員、研究協力者には提

出データ全例に閲覧許可を与える。レ

ビュー結果を調査対象施設にフィード

バックする。1 のソフトウェアと同様
に改良を随時行う。 

3. 実データでの運用、解析 
上記 1、2で改良したシステムを、実
データを用いて運用する。高精度放射

線治療システムの実態調査で収集した

DICOM-RT データを解析し、Web 上
で閲覧可能にする。 

 
（倫理面への配慮） 
データ登録ソフトウェア，放射線治療計

画レビューシステムの改良は、倫理面への

配慮は必要としない。 
実データでのテスト運用は，本研究班の

事務局である九州大学の倫理審査の承認

を得て行った実態調査のデータを利用し

ている。本調査では個人情報を収集してい

ない。 

 

 
研究要旨 
                         
本研究班の主旨である高精度放射線治療システムの実態調査と臨床評価のた

めのデータ登録ソフトの開発、放射線治療計画レビューシステムの構築と実デ

ータでの運用、解析を行った。 



 
 

Ｃ．研究結果 
1. データ登録ソフトウェアの開発・改良 
 調査項目は班会議などにより決
定された。施設毎の全体調査と症

例毎の各論調査に分かれている。

各論は高精度放射線治療が実施

される可能性の高い肺癌、前立腺

癌、頭頸部癌に絞られた。 
 実際の調査は訪問調査の形で行
われるため、データ登録はノート

PCやタブレットでの利用が可能
なものである費用があるため、開

発環境をFileMakerとした。 
 症例データの収集に関して，実際
の調査時には調査者の負担を考

慮して紙面での調査となった。デ

ータ登録ソフトウェアは調査デ

ータがデータセンターに届いた

際に利用することとした。 
2. 放射線治療計画レビューシステムの構
築・改良 
 システムの概要を図1に示す。 
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図1. システム概要 

 
 匿名化、データ格納を行う放射線
治療計画データ提出ソフトウェ

アを開発した。調査対象施設の治

療計画装置からexportされたデ
ータから個人情報部分を消去し、

データの圧縮を行う。 
 収集データのCT画像、輪郭情報
、線量情報、治療計画情報、DV
H閲覧システムを作成した。DV
Hは輪郭情報、線量情報から作成
し、閲覧を可能にした（図2）。 

 

図2. 治療計画閲覧ソフト 

 
  ID, Passwordでの制限，webサイ
トの暗号化などセキュリティ面

を強化した。 
 調査者がオフラインで使用でき
るようにスタンドアローン版の

ソフトも開発した。 
 対応する計画装置を表1に示す。 

 
表1. 治療計画装置の対応 

CT Contour Plan Dose

Eclipse   Ver 7.3

Eclipse   Ver 8.9

Xio Ver 4.6

Pinnacle3 Ver 8.13

i Plan Ver 4.1

AdvantageSim
Ver 7.9.1

Oncentra Ver 4.0
 



 
 

 FTP（File Transfer Protocol）
を用いて、放射線治療計画レビュ

ーシステムに、インターネットを

介したDICOMデータサーバー
転送機能を開発した。 

 
3. 実データでの運用と解析 
上記システムを、実データを用いて

運用した。訪問調査で収集した

DICOM データを開発したレビューツ
ールで全て閲覧可能であることを確認

した。 
また、実際に収集したデータの内、

前立腺癌の IMRT 症例に関して、2 施
設（施設 A、E）間で線量指標を比較し
た。図に Rectum、Bladderの V65 V70
の比較を示した。PTVに関しては 2施
設間で差がなかった。直腸の V65、V70
に関しては施設間に有意差はなく、施

設 Aでは症例ごとのばらつきが大きか
った。膀胱の V65、V70に関しては施
設間に有意差があった。 

(P = 0.02) (P = 0.01)
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図. V65、V70比較一例 

 
Ｄ． 考察 
 データ登録ソフトに関して、開発環境を

FileMakerとし、Windows、Macintoshの
両方に対応したことで、調査者のPC環境

に依存したソフトとなった。またノート

PCよりもさらに軽量・安価なタブレット
であるiPadでもデータ登録が可能なソフ
トとなっており、データ登録者の負担軽減

が可能である。今後はさらにwebサーバに
よるデータ管理システムを考えており、そ

れにより症例データの容易な登録・閲覧が

可能となる。 
放射線治療計画レビューシステムに関

して、施設の治療計画装置に蓄積されてい

る画像を含めた治療計画データを収集す

ることで、症例データ登録を補完すること

が可能となる。レビューツールはオンライ

ンで利用可能であるため、過去の研究班で

は解析が容易ではなかった治療計画の分

析が容易となる。 
構築したシステムを、実データを用いて

運用することにより、実際に収集したデー

タを解析、web閲覧が可能であることが分
かった。データの評価に関しては各施設で

治療のプロトコルが異なるため、単純に比

較できない。本年度は前立腺のIMRT症例
に関して、処方、コンツール基準、リスク

分類を統一して解析を行った。一方で線量、

蓄尿・直腸条件の差異があり、また治療計

画から線量を再計算しておらず、施設間で

の比較が難しい。本研究班では臨床データ

も取集してため、予後が良い治療計画を検

討し、その治療計画同士を比較していくこ

とにより、標準治療を模索・確立していく

ことが可能となる。 
 実データの運用により収集したデータ

の解析、web閲覧が可能となった。今後は
現在データセンターに集積されている調

査施設のデータの解析とwebでの表示、さ
らには班員の解析要望に沿った結果の表



 
 

示を行っていく。 
本システムでは、調査対象施設が症例デ

ータと治療計画データの分析結果を閲覧

可能となるため、自施設のデータと全国平

均データを比較できるようになり、放射線

治療の質の向上およびがん医療水準の均

てん化に貢献するという本研究班の研究

目的を遂行するうえで重要なシステムと

なる。 

 
Ｅ． 結論 
 本研究班の主旨である高精度放射線治

療システムの実態調査と臨床評価のため

のデータ登録ソフトウェアと放射線治療

計画QAシステムの改良、実データでの運
用、解析を行った。 
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